
1 総合計画上の位置づけ

2 施策評価指標

# ※増減（→）の基準は３ポイント以上とする

４ 施策の課題と今後の方針
（施策評価指標等の分析のほか、今後重点化していく事務事業について、現状・課題・背景などを踏まえて記載。）

　令和5年度は、各務原市、美濃加茂市及び民間事業者と、新たに結婚支援に関する連携協定を締結しました。引き続き、スケー
ルメリットを生かすことで効率的・効果的な行政サービスにつなげることができる事業は、広域連携を検討していきます。
　また、令和５年度から総務省の地域活性化起業人制度を活用し、DXアドバイザーとして民間企業からの人材を受入れました。
本市が地域課題に取り組むにあたり、今後も民間企業の専門的なノウハウや知見を取り入れながら、地域活性化を図っていきま
す。

重要度／単位（％）

86.0

R5重要度・満足度（他の施策と比較した位置）３ 施策の重要度と満足度（市民アンケート調査結果）

満足度（満足している市民の割合）／単位（％）

98.1

令和5年度

令和5年度令和4年度

87.8 ➙

施 策 評 価 シ ー ト
担当課： 企画広報課

成果指標名 単位 後期当初値 令和９年度目標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

施策名 42 地方創生・広域連携

政策名 持続可能な行財政運営を行う

施策がめざす
将来の姿

・連携する自治体がそれぞれの特徴や、強みを生かしあいながら効果的な広域連携事業が展開さ
れています。
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